
お取り扱い説明書 /保証書
この度は「BUBCLO2 HOME」をお求めいただきまして
誠にありがとうございます。
お使いの前には必ず取扱説明書をよくお読みいただき、
正しくお使いください。
また取り扱い説明書は必ず大切に保管をお願い致します。

※すべてのウイルスや菌に対して
　効果があるわけではありません。
　また、感染の予防を保証するもの
　ではありません。

〈セット内容〉
本体(ボトル含む)・・・・・１台　取り扱い説明書(本書)・・・・・１部

お客様へ

家　庭　用
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バブクロツー ホーム
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警告 

警告 

注意

: この表示の欄は「死亡または重症などを負う可能性がある」と考えられる内容です。

: この表示の欄は「傷害を負う可能性、器物損壊の可能性がある」と考えられる内容です。

注意

注意事項

●燻蒸を行う部屋に人、動物がいる状態および植物を置いた状態で使用しないでください。
　また、燻蒸終了後には十分換気してください。高濃度の二酸化塩素ガスが人や動物の健康を
　害したり、植物の生育に悪影響を与える原因となります。
●燻蒸を行う部屋に飲食物を置いた状態で使用しないでください。高濃度の二酸化塩素ガスが
　飲食物に付着し、健康を害する原因となる場合があります。
●燻蒸中は室内に入らないようにしてください。また、関係者以外が立ち入らないよう注意喚起
　をしてください。
●本品の改造や分解は危険ですので絶対にしないでください。
●二酸化塩素ガスを直接吸い込まないでください。

●取扱説明書を必ずよく読み正しくご使用ください。
●ご使用の際は安定した水平な場所に置いてください。
●落としたりぶつけたりするなど強い振動や衝撃をあたえないでください。破損、故障の原因
　となります。
●ボトルはしっかりと締めてください。
●本来の用途以外に使用しないでください。
●直射日光の下では使用しないでください。
●本品を浴室などの湿度の高い場所で使用する際には、あらかじめ除湿等で湿度を下げてから
　使用してください。製品の故障または破損を引き起こす可能性があります。
●変形や破損のおそれがありますので、火気に近づけないでください。また、車内など高温に
　なる場所に置かないでください。
●異常(焦げ臭いにおい、異音など)が感じられましたら、すぐに使用を中止してください。
●本体が倒れて二酸化塩素液がこぼれた場合、液がこぼれた所が変色してしまう場合があります。
●パソコンや携帯電話などの精密機器とはなるべく距離をおいて使用してください。機器に異常
　が出る場合があります。
●小さなお子様の手の届かないところで使用、保管し、いたずらに注意してください。製品には
　小さな部品を使用しております。小さなお子様が誤って飲むことがないようにご注意ください。
　万一お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談してください。

製品を安全にご使用いただくために下記項目をご使用の前に必ずお読みください。
本製品を正しくお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危害と財産への損害を
未然に防止するために、次に記載しています。

各部の名称

使用前の注意

二酸化塩素ガス
吐出口

ON/OFFスイッチ

動作確認ライト

バブリングディフューザー

ボトル

AC電源用
USBコネクタ

電池ぶた

電源OFF

電源ON(燻蒸中)
※入室禁止

燻蒸終了

無

赤

青

１.燻蒸する部屋に人や動物がいないこと、植物および飲食物が無いことを確認してください。
２.本機を使用するときは、二酸化塩素ガスが充分にいきわたる場所に設置してください。
３.電化製品からはできるだけ遠ざけて使用してください。
４.広い部屋で使用する場合は、サーキュレーターなどでガスが隅まで広がるようにして
　 いただくと効果的です。
５.本機は平らな安定した場所で使用してください。傾いた場所で使用したり、動作中に倒れたり
　 すると自動的に停止します。

●電池をショートさせたり、充電、分解、加熱、火の中に入れたりしないでください。
●電池を誤使用すると発熱・破裂・液漏れなどの恐れがあります。
●＋－(プラスマイナス)を正しくセットしてください。
●古い電池と新しい電池、いろいろな種類の電池をまぜて使用しないでください。
●オキシライド乾電池は絶対に使用しないでください。
●二次電池(充電式電池)は絶対に使用しないでください。
●電池は飲み込むと危険です。お子様の手の届かないところに保管してください。
●万一、電池から漏れた液が目に入ったときは、すぐに大量の水で洗い、医師に相談して
　ください。皮膚や服に付いたときは水で洗ってください。
●長期間使用しない場合は、電池を取り出してください。

【電池の取り扱いについて】 使い方

本体底面の電池ぶたを開け、単3型アルカリ乾電池(別売)×4本を下図の向きに
入れてください。

※USB対応ACアダプターを使用する場合は電池を抜いて
　ください。
※USB TYPE Cケーブルは、スマートフォンなどの充電用で
　お手持ちのものが利用できます。また、お持ちでない場合
　は市販品をお買い求めください。

市販品のUSB対応ACアダプターとUSBケーブル(タイプC)
でも使用可能です。
本体背面のAC電源用USBコネクタにUSBケーブル(タイプC)
を接続してください。

電池ぶた
単3型アルカリ乾電池

×4本

開く開く 閉まる閉まる

USBケーブル
(タイプC)

AC電源用USBコネクタ

〈使用回数の目安〉

1

単3型アルカリ乾電池×4本で、20分間の燻蒸が50回程度おこなえます。
電池が消耗するとライトが赤く点滅しますので、電池交換の目安としてください。

USB対応
ACアダプター
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製品についてのお問い合わせは
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https://clo2powerstore.com/pages/contact
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ボトルを反時計回りに回して
取り外してください。 初めて使用する

時は、バブリング
ディフューザーを
包んでいる袋を
取り外してください。

2

3 ボトルに表示されているラインまで水道水を入れ、そこに「CLO2 PURE SOLUTION 100」
(別売)または「CLO2 PURE SOLUTION MAKER」(別売)で作成した二酸化塩素水を
加えてください。 ※二酸化塩素水は必ず純正品をご使用ください。

①

「CLO2 PURE SOLUTION 100」
「CLO2 PURE SOLUTION MAKER」

のご購入はこちらから

②

ボトルに表示されている
ラインまで水道水を入れる。

CLO2 PURE SOLUTION
を適量加える。

ライン

使用するCLO2 PURE SOLUTIONの量は燻蒸する
空間によって変わります。
６畳空間⇨キャップ3杯、１畳あたり⇨キャップ半分 
として、広さに応じて調整してください。
※上記は「CLO2 PURE SOLUTION 100」を使用する場合です。
　「CLO2 PURE SOLUTION MAKER」をご使用の際は、
　1畳あたりおよそ1.75mlを目安に調整してください。

６畳空間
キャップ3杯

１畳あたり
キャップ半分

ボトルを本体に
取り付けてください。

室内に誰もいないことを確認し、ON/OFFスイッチを
一回押してください。
動作確認ライトが赤く点灯し燻蒸がスタートします。
※停止したい場合はON/OFFスイッチをもう一度
　押してください。ライトが青く点灯して停止します。

電池の残量が無くなると動作確認
ライトが赤く点滅します。
新しい電池と交換してください。

燻蒸は20分間続いた後、自動で終了し、ライトが青く
点灯します。
青色ライトは約５分後に自動で消灯します。
青色ライトをすぐに消灯したい場合は、ON/OFF
スイッチを長押ししてください。

燻蒸後は窓を開け換気してください。

ON/OFF
スイッチ

〈天面〉
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動作確認ライト
電源OFF

電源ON(燻蒸中)
※入室禁止

燻蒸終了

無

赤

青
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燻蒸が終了したら、ボトルを本体から取り外して、使用済み液を
排水口に流して処分してください。
※使用済み液は水道水とほとんど変わらない成分になっています。
　少量残留した二酸化塩素も自然に分解されます。
※二酸化塩素が無くなると液は透明になります。
※数回使用するとボトルに水面の跡が付くことがありますが、動作に
　問題はありません。

お手入れと保管

製品仕様

●本体は水に濡らさないでください。濡れた場合は乾いた柔らかい布で拭き取ってください。
●長時間使用しないときは、ボトルの液を捨てて水洗いを行い、しっかり乾燥させてください。
●長時間使用しないときは、本体から電池を取り外してください。
●本体、ボトルともに乾燥していることを確認して、湿気が少なく直射日光の当たらない室内に
　保管してください。
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単３アルカリ乾電池　４個使用
 USB DC5V 1A
幅103mm×奥行き56mm×高さ178mm
約330g(電池、液は含まない)
300ml
屋内専用
０℃～40℃

※製品の外観や仕様など、改善のため予告なく変更する場合があります。
※電池、USB TYPEｰCケーブル、USB対応ACアダプターは付属しておりません。

製 品 寸 法
本 体 重 量
ボ ト ル 容 量
使 用 環 境
使 用 温 度

電 源


